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l.文化遺産観光とは何か
1-1 注目高まる文化遺産観光
Urry (190)がHewison(1987)による文化遺産の真正性と観光開発に関する議
論を批判的に検討してから20年が経過した。国内の動向をふりかえってみると、
1992年の世界遺産条約の締結と翌1993年の「法隆寺地域の仏教建造物J，-姫路
城」の世界文化遺産登録を契機として、負の世・界遺産としての原爆ドームの世
界文化遺産登録(1996年)、近代の文化財の積極的活用を目指した登録文化財制
度の創設(1996年)、美しい国づくり大網の制定(2003年)、棚田や里山といった
農林水産業に加えて城下町や採掘場といった都市や鉱工業に関する文化的景観
制度の導入(2004年)、文化財の総合的把握と文化財を活かしたまちづくりを促
す歴史まちづくり法の制定(2008年)等、文化遺産の保全と観光との関係が問わ
れた20年であったことがわかる O こうした有形、無形の歴史的所産である文化
遺産を対象とした観光活動を文化遺産観光(ヘリテージツーリズム)という?まさ
にア}リ『観光のまなざし』は文化遺産観光に現代観光の様々な矛盾をかいま
見たのであった。
McKercher and Cros (202)は、①観光活動、②有形・無形の(資産である)文
化遺産の活用、③固有価値を有する文化遺産の体験あるいは文化遺産から派生
した観光商品の消費といった観光プロセス上の特性、④文化遺産を通した深い
学習や自己開発といった観光の動機付けに関する特性、と文化遺産観光の特慣
をあげている O 加えて McK巴rcherand Cros (203)は、①対象となる文化遺産
に対する親密さの程度、②文化遺産体験の深遠さの程度、③観光目的地を決定
する際の文化遺産の重要性の程度、によって観光客を類型化Lた。
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山村(2006)は①(旅行者にとって)文化遺産を享受すること、②(地域社会にとっ
て)文化遺産の価値を再認識し、これを他の人々に伝えること、③(両者にとっ
て)文化遺産の構成要素の一部として自らを積極的に位置づけること、と文化
遺産観光を定義する。小野(2006)は遺跡整備の役割を「壊さないJ ，-うそをつ
かないJ，-寂れさせない」、観光資源あるいは観光地として機能する条件を「立
地J ，-内容J ，-宣伝広報、情報伝達」と整理した上で、リピーターを確保できる
ような戦略的な遺跡整備と管理運営の取り組み、他の観光資源との連携の重要
性を指摘している O
ただし国内の観光学研究者や観光振興関係者のなかには、歴史的所産を対象
とした観光といえば「文化観光」という用語がなじみ深いかもしれない。そこ
で、本論の準備作業として、文化遺産観光と文化観光との用語使用をめぐる誤
解と混乱を整理しておきたい3)
1-2 文化観光の下位概念としての文化遺産観光 「観光立国推進基本計画」
への批判
例えば山上(2000)は「歴史的遺産、固有の伝統的な生活慣習やそれらを基盤
とした民俗芸能、行事などとの接触を主たる B的とする観光行動J を丈化観光
として定義する O また、 2007年に策定された「観光立国推進基本計画」は創
出・流通すべきニューツーリズムのーっとして文化観光を「日本の歴史、伝統
といった文化的な要素に対する知的欲求を満たす事を目的とする観光」と説明
している O しかし、こうした用語の使用法には問題が残ると思われる。
これらの議論の起源を二つあげておこう。一つは1976年のICOMOS(国際記念
物遺産会議)による文化観光憲章であって、記念建造物と遺跡を目的とした観光
を文化観光と定義し、それらの維持管理、保護に貢献した限りにおいて肯定的
に評価されるとした。丈化観光を文化遺産観光と同義とする根拠の一つはここ
に見いだせる O しかし、 ICOMOSは文化遺産以外の文化活動への関心は薄いの
で、そこに何ら配慮がないのは当然といえる O
もう一つは1985年の WTO(世界観光機関)による「文化的な動機に基づいた観
光活動のー形態を意味し、その内容は、学習、芸術鑑賞、祝祭・文化イベント、
遺跡訪開、自然・民俗・芸術の研究、巡礼のための旅行を含んでいる」という
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文化観光の定義で、あった4)字句通り解釈すれば、文化観光は文化遺産観光を含
んだ上位概念と位置づける方が望ましい。しかしながら、この考え方が1980年
代後半から1990年代にかけて普及する段階で、 ICOMOSの定義と混同されて、
国際観光地における歴史的行事や文化遺産のみに注目が集まり、その他の観光
対象が抜け落ちてしまった。その結果、上位概念としての文化観光ではなく、
文化遺産観光と文化観光を同一視する解釈が定着したと推察される。しかし3
つの理由から現時点では大いに問題といえる O
第一の理由は、文化遺産とは評価できない芸術活動、特に未だ評価の定まら
ない現代芸術が近年国内外の観光対象として注目され、従来の観光資源と同等
以上の集客力を示しただけでなく、都市のイメージ向上を果たした実績があげ
られる O 欧州都市活性化の事例でいえば、 1990年のグラスゴー(イギリス)にお
ける欧州文化首都イベントの成功、 1998年のピルパオ(スペイン)のグッケンハ
イム美術館開館、(直近は)2007年に開催されたカッセル(ドイツ)のドクメンタ
展等がこれに相当する。国内事例では、 2000年から始まった大地の芸術祭越後
妻有アートトリエンナーレ(新潟県)の開催、 2004年開館の金沢21世紀美術館(石
川県)や2008年開館の十和田市現代美術館の成功、 2010年開催の瀬戸内国際美
術祭があげられる。これらの事例は、歴史的所産とはいえない現代芸術に魅了
された観光行動を文化観光の下位概念として考える時期の到来を示している O
なお、ふるさと創生批判の視点から筆者は文化遺産や現代芸術、農村景観を生
かした欧州のリゾート事例を調査し、 1990年代初めの時点で文化遺産観光と芸
術活動を対象とした観光を文化観光の下位概念と認識してきたことを付け加え
ておく?
第二の理由は、すでにICOMOSが明示したように文化資源マネジメントを
検討する場合、観光を単なる脅威と位置づけるだけでは不十分といえる点であ
る。文化遺産の保全を担う考古学者や歴史学者の一部は文化遺産マネジメント
(ヘリテージ・マネジメント)あるいは文化資源マネジメントにおける重要な機能
のーっとして、観光による遺産保全の財源調達を検討している O 国内でも、遺
跡の活用と観光のあり方を考える観光考古学が近年提唱され、活発な議論がな
されている O 例えば坂詰(2010)は「遺跡保存のイニシヤjレコストと遺跡活用の
ランニングコストの負担に加えて、行政などが遺跡の価値観を多角的かっ永続
アラ
的に対応してほしい」と提言している。問様に文化経済学においても、
Montemegno (2002)は文化遺産から発する経済活動のーっとして観光の重要性
を指摘する。 Throsby(2001)は文化遺産における経済的価値と文化的価値をめ
ぐる議論を展開し観光客による直接消費に言及した。 津村(2010)は1989年から
2005年の吉野ケ里遺跡に関する公共投資414億円と佐賀県内の観光消費149億円
を比較し、巨額な整備費を観光消費ではまかない切れていないことを説明した。
あるいは観光公害の問題は負の外部性の典型的事例であり、トラベルコスト法
や仮想市場法による文化遺産評価に関する議論も近年盛んである。
最後の理由は(第一の理由との関連が深いが)、近年の地方公共団体による観光
振興計画においても、地域固有の文化的な要素全般に対する知的欲求を満たす
観光として、文化観光が再解釈されつつある点を指捕しておきたい。観光立国
推進基本計画が示した「日本の歴史、伝統といった文化的な要素」という認識
はやや不十分であって、歴史的所産以外の文化資源も対象とする観光振興の取
り組みが全国各地で始まっている O 例えば、 2010年に策定された「未来・京都
観光振興計画201O+5Jは、前回の2005年計画で顕著であった入洛観光客数の
増加路線を放棄した。野田(2006)の表現を借りれば、観光客に「京都らしさ」
を演技・演出し、「古都という名称のテーマパーク化」を進行させるという従
来の基本方向に大幅な修正が加えられたと考えられる。「日本の歴史、伝統と
いった文化的な要素」だけに依存せず、京都市は文化観光を大きく捉え直して
「観光スタイルの質J と「観光都市としての質」を高める路線に転換した。
1-3 若者文化としての歴史ブームと文化遺産の観光掘興
国内外で注目されている文化遺産観光であるが、ここ数年、特に若い女性の
戦国武将や幕末志士に対する人気・関心が非常に高いといわれて、「歴女」と
いう用語が普及した。この用語は2009年新語・流行語大賞にトップテン入りし、
本格的な歴史通・歴史マニアの若い女性を指している O 歴女アイドルとして有
名な美甘子(2009)によれば、歴女ブームのきっかけの一つは NHK大河ドラマ
「天地人j に加えて、ゲームソフト「戦国無双J (2004年~)、「戦国 BASARAJ
(2005年~)の人気でLあった。彼女たちはインターネットでお気に入りの武将や
志士について意見交換するだけでなく、時には武将のコスプレをして城跡や古
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戦場、歴史上の人物ゆかりの地を旅行している O なお、 2007年3月のNHK調
査では、戦国時代に対する1O~20代女性の関心は必ずしも高く材、った6)
こうした動向に注目した一部の地方公共団体や地元経済団体は、歴女の存在
を意識した観光振興を始めている。例えば、「戦国BASARAJシリーズで人気
を博した片倉小十郎ゆかりの地である白石市(宮城県)は彼のキャラクタ}を生
かした観光まちづくり「小十郎プロジ、ェクト」を推進し、ゲームソフト会社と
提携しながら関連グツズ販売やイベント開催を実施している7)あるいは、 2010
年度に滋賀県観光交流局は「近江路歴女ブロガー旅紀行事業」において、ブロ
グを定期更新している歴女50名をモニター募集し、自宅から県内観光地までの
旅費と 1泊2食分宿泊代を支給することで、県内歴史・文化遺産観光の情報発
信をめざしている。さらに、福島県商工会議所青年部は直江兼嗣や伊達政宗な
どの戦国武将を活用した観光振興を目指して、観光地図「戦国浪漫 南奥羽戦
国記 戦国武将巡礼マップ」を製作したところ、 1ヶ月で1万部の在庫がなく
なってしまい、大きな関心を集めていることがうかがわれる。
文化遺産を対・象とした観光といえば、歴史マニアの男性やNHK大河ドラマ
に魅了された中高年女性の姿を思い起こす人もいるだろう。大河ドラマの舞台
となったゆかりの地には多くの観光客が毎年訪れており、例えば、 2009年「天
地人」放映に伴う新潟県の観光客増加(約200万人)は約204億円の波及効果を地
域経済にもたらした8)また文化遺産のグローパル化現象として、世界遺産登録
地に観光客が大挙する事例は珍しくない9)これを見越して、国内地方公共団体
による世界遺産登録運動には観光振興への期待がうかがえる O
本論文は歴女の観光行動を観光情報の視点を中心に考察する O 文化観光の下
位概念としての文化遺産観光という位置づけについてはすでに説明した通りで
ある O 第2章では、観光学の基本的枠組みであるホストーゲスト関係を紹介し、
特に観光情報のうち観光データ情報と観光プログラム情報の重要性を論ずる O
第3章では、一般的な文化遺産観光と比較しながら、歴女が観光プログラム情
報に依存しない点に注目し、観光プログラム情報の一つである日本史教科書を
捨てた理由を検討する O
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2.現代観光の基本構造と構成要素
誰もが体験済みである観光現象を研究対象にするのはかえって難しいことか
もしれない。しかも歴女現象はこの 2、3年の現象であって、研究蓄積も不十
分である O 観光学研究者以外の読者の理解を深めるために、図1を使って、観
光学の最も基本的枠組みであるホストーゲスト関係を紹介しよう。
図1 現代観光の基本構造と構成要素
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(資料) 前田勇縞『観光概論J(学文柱、 1978年)より独自に作成
2-1 観光主体
はじめに、観光の構成要素で最も重要なものは、観光を実際に行う主体と観
光行動の対象となる観光客体である。そのうち、観光を行う主体は観光者ある
いは観光客とよばれるが、この論文では観光客で統一する。観光主体である観
光客は、自らの効用(満足)を最大化するために希少な時間と資金を使って、あ
る程度の長い距離を移動し、旅行先に滞在する。 彼/彼女らは観光への価値観
(意識)、消費可能な金額(所得)と時間(自由時間)から自らの観光行動をデザイン
する O この時、観光客は「旅行をしない」選択肢を放棄していることに注意し
てほしい。観光客が文化遺産に対して文化的な欲求をどのように持っているか、
あるいは文化遺産をどのようなプロセスを経て体験するかがポイントとなる。
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2-2 観光客体
前田(199)によれば、観光客体には2つの視点が考えられる。はじめに空間
や地域の視点からみれば、「観光地」が特定の場所や区域を指す観光客体であ
るが、その範囲は非常にあいまいといえる O 時には国境を越えて毎日数百キロ
を鉄道や大型パスで周遊する複数国にまたがる観光地もあれば、一つの街区や
集落内を歩いて数十分という狭い範囲の観光地も想定できる。また、 ドイツの
ロマンチック街道やメルヘン街道のように複数の観光地を結んで一つの観光
ルート化する場合や日本百名山のように観光客側が離れた観光対象を共通のイ
メージ設定で囲い込んでしまう場合も考えられる O
また、観光地側の歴史的経緯(特に行政区域)と観光客の観光地イメージが一
致するとは限らない。たとえば受け入れる観光地の地方公共団体が制作する観
光マップがしばしば使いづらい理由の一つは観光客の潜在的なニーズや観光行
動パターン、地図の使い勝手よりも行政区域内の地域開バランス(2市が対等合
併したX市において、!日A市域の観光資源を 3カ所掲載したら、!日B市域も 2、3カ所
は掲載しないといけない)を重視するからである O
もう一つの観光客体に関する考え方は観光客を魅了する素材としての「観光
資源」とそれらを実際に享受できるようすすめる装置・設備・建造物としての
「観光施設」である。観光資源も観光施設も前述した観光地を構成する要素と
いえるが、観光資源は観光客の欲求や意図とは無関係に存在する場合と人為的
に整備される場合がある。それに対し、観光客の欲求や期待を顕在化させ、充
足させるために人為的に整備されるのが観光施設といえる O 文化遺産観光の場
合、文化遺産が観光資源である場合と観光地全体が文化遺産である場合が想定
される。
2-3 観光媒介ー観光交通と観光情報一
観光主体と観光客体両者を結びつける機能は「観光媒介」とよばれる。観光
媒介は観光者の移動手段である「観光交通」と観光行動の動機付けを図る「観
光情報」という 2つの構成要素が考えられる。
日常生活圏から観光地への物理的なアクセスとしての観光交通の重要性はい
うまでもない。交通網は人ぴとの通勤・通学や買い物などの日常生活、さらに
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は地域開の長距離移動に不可欠な社会基盤の一つであって、一部の例外を除い
て交通システムの大半は観光専用ではない。
一方、観光情報については3つの分類基準が設定できる。観光情報の特性に
ついては次節で説明するので、ここでは情報伝達方法と情報発信主体の2つを
紹介する。はじめに情報伝達の方法に注目すると、①直接の口コミ・口承、②
書籍やパンフレットなどの印刷媒体、③テレビやラジオの電波媒体、さらには
④インターネットの活用と整理できる。伝達方法の種類によって、情報の広が
る範囲とスピード、情報の信頼性、実際の観光行動への誘引力が異なっている
ことがわかる。
続いて情報発信主体別にみると、 (a)観光客側の情報発信(口コミやインター
ネット上の評価)、 (b)観光地側の情報発信(宣伝ちらし、テレビCM、インターネッ
ト上の広告)、 (c)政府や地方公共団体からの観光振興を目指した情報発信(観光
地キャンペーン、ガイドマップの作成と配布、海外長期滞在の提唱)、 (d)観光媒体か
らの情報発信(テレビの旅番組、鉄道会社のキャンペーン)と整理できる O だれがど
のような方法で観光情報を発信するのか。氾濫する観光情報を見極める必要が
ある O
2-4 観光情報の性質一不確実性、断片、体系的知識一
最後に佐藤(2001)、金武・阪本(2005)を参考にしながら、図2の文化遺産観
光に関する観光情報の種類を説明する O
情報とは、不確実性(何が起こるのかその生起確率すら予見できない)を減らすた
めの情報と不確実性を減らさないサーピス財的な情報に区分できる。そのうち、
不確実性を減らすための情報について、対象空間の規模からみると(i )観光資
源自体の「点」情報、(i )自分の居住地と観光地を結ぶ交通アクセスに関する
「線」情報、(ii)国別のガイドブックや点在する観光資源データをまんべんな
く紹介する「面」情報と分類できるが、いずれも断片的なデータ情報である。
2-3で説明した観光情報の大半は断片的なデータ情報(現地の気温や天候、地
名や交通情報、観光施設の入場料、訪問先寺院の建立年、有名人の隠れ家的レストラン)
に相当する O 加えて、 (iv)人びとの評判や注目といった「人気ランキング情
報J自体がある穏のデータ情報となる O ランキング順位は多くの人びとに人気
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図2 文化遺産観光に関する観光情報の種類
令ゲム、アニメ、マンガ、大河ドラマ、小説
→「戦国 BASARAJ、f天地人Jr竜馬がゆくJ
「点j情報(観光買漂のデータ情報)
→清水寺の歴史や周辺地図
「志望j情報(観光宣過のデータ情報)
→高速道路料金、新幹線の時刻表
観光デ一世情報
(断片的情報の掲載) 「面j情報(点在する観光資揮のエリア情報)
→京都の世界文化遺産を効率的にめぐる陣路
人気ランキング(観光市喝の評判、評倍)
→アンケート調査による城跡人気投票閤位
「一歩観光地の参照情報(語草された面情報)
観光プロヴラム情報一一一斗 →「るるぷjほっぷるjなどの霞制イドブック
(体系的知識を互いに参照する I ~観光資源の参照情報
(賀漂に関する体果的知識) →高校日本史教科書
(資料) 佐践(200])、金武 阪本(2005)より独自に作成。
がある、支持されているということを示しているので、無数のデータ情報を選
別するのに有用とされる O なお不確実性を減らさないサービス財的な情報は観
光資源としてのサービス財であって、観光客と観光地を媒介する観光情報とは
いえない。
不確実性を減らすための情報のうち、体系的知識としてのプログラム情報に
は2種類ある。その一つが(v)i面J情報に厚みと時間軸を加えた「観光地の
参照情報」である O 具体的には、その観光地における移動ノウハウや地元住民
との交流方法、朝市場で値切るコツからレストランで注文する方法、シナリオ
化された旅行日程、衣食住各テーマ加に編集された旅行ガイド等があげられる。
多くの観光客がガイドブックの同一情報を繰り返し参照し、そのままなぞって
同じ行動を実践する O
もう一つは(Vj)観光資源に関する参照情報で、あって、データベース以上のあ
る種の学問的知識や享受能力といえる。有形/無形の文化遺産に接した|祭に、
知識体系としての歴史や地理を頭に入れておくと大変理解が進むのではないだ
ろうか。あるいは、伝統文化に関連する民俗学や文化人類学を大学の講義で学
んでおくと観光の楽しみが倍増するかもしれない。
歴女の観光活動において、こうした断片的な観光データ情報や体系的な観光
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プログラム情報をどのように扱っているのか、次章で検討したい。
3.歴女の文化遺産観光
3-1 歴女とは何か
渡辺(209)によれば、歴女とは、歴史ゲーム、歴史マンガ、 NHK大河ドラ
マあるいはそれらの登場人物のコスプレ等から、歴史(特に戦国武将や幕末)に興
味関心を抱き熱中する20歳代の女性を指す。彼女たちが関心を持つ戦国武将ラ
ンキングをみると、歴史教科書に掲載されていないが、戦国時代を舞台とした
ゲームやマンガに登場する(歴史上の)敗者、ナンバー 2、軍師が多い。従来の
歴史マニアは中高年男性中心で知識量を誇る傾向にあったが、歴女は高校の日
本史教科書(=難関大学入試に必要な詳細な暗記を含む)や英雄を描いた大衆歴史小
説と全く無縁の存在といえる。
歴女の多くは自由時間と収入の大半を歴史関係に費やすといわれている O 歴
史グッズを買いあさり、ゲームやアニメの舞台や登場人物の源となった歴史上
人物のゆかりの地をある種の聖地とみなし巡礼といって訪問するプ)彼女らは旅
行頻度も高く、休日に全国各地の歴史イベントに頻繁に参加する。本論の冒頭
で示した事例もこうした性行に注目したかと思われる。彼女たちは従来のマニ
アと異なり歴史との一体化を好み、戦後時代ゲームに登場する人物の服装を再
現し実際に身につけることもある O 若者の消費文化という視点で比較すると、
1990年代に数百万枚の音楽CDを販売したジャニーズ系アイドルやカリスマバ
ンドの熱心なファンと共通する消費行動をとっているのではないか。
3-2 観光プログラム情報を必要としない観光スタイル
図3の通り、一般的に観光客は観光プログラム情報から刺激を受けて具体的
な観光意欲を想起させた後に観光データ情報を収集し、実際に観光交通を利用
するという}I&序で進展する。 Mak(204)によれば、観光プログラム情報が重視
される理由は、(文化遺産観光を含めた)観光商品は事前の比較が非常に難しく、
実際に購入した後に特徴を判断できる経験財なので、少しでも不確実性を減ら
すためと考えられる O 例えば、 2泊3日の京都世界遺産旅行を考えてみよう O
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図3 観光媒介の優先順位からみた2つの文化遺産観光
観光情報
(資料) 佐藤(2∞I)、金武・阪本(2∞5)から独自に作成。
はじめに、テレビの旅番組=編集された観光地の参照情報から刺激を受けて、
観光対象の参照情報から学習し、京都の寺社を訪れる観光旅行を思い立つ。そ
して、番組で紹介された複数の観光資源の「点」情報を組み合わせながら、あ
わせて居住地から目的地までの交通手段や宿泊予約といった「線」情報を収集
し、実際に交通手段を活用し観光地へ移動する。いわば、①観光プログラム情
報→②観光データ情報→③観光交通→観光地という順になる O
しかし、歴女の文化遺産観光の場合はこうしたプロセスをとらない。彼女た
ちの文化遺産観光は自分の好きなキャラクターの存在を確認する聖地巡礼ある
いは舞台探訪といわれており、キャラクターが登場するアニメやゲームの物語
に関する体系的なプログラム情報を重視する O しかし、訪問先の観光地に関す
る観光プログラム情報はいうまでもなく、その知的基盤となる日本史に関する
体系的知識、すなわち日本史教科書は特に必要とされない。
訪問すべき聖地を決めれば、交通機関や宿泊先などの観光データ情報を収集
すればいいだけである。いわば、①不確実性を減らさない消費財としてのアニ
メ/ゲームの物語→②目的地までの観光交通の存在→③移動・現地購入予定
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グッズに関する断片的な観光データ情報→観光地という}II買になる。例えば、ア
ニメやゲームの物語に無関係なデータ情報(食事、景観、土産物、イベント、マッ
プ等)を編集した観光ガイドブックを示されても、歴女には全く魅力的に感じ
られない。あるいは訪問順序や旅行シナリオ、地元住民との交流や期待される
ハフ。ニングなど、まちづくり型観光地が情報発信する不定形な場での観光行動
のあり方についても同様で、はないか。ただし、歴女が期待するアニメやゲーム
の物語との関係性に配慮した観光プログラム情報であればこの限りではない。
3-3 歴女がB本史教科書に依存しない理由
歴女の文化遺産観光における最大の特徴は、観光地側や観光媒体が情報発信
する観光プログラム情報を基本的には必要とせず、彼女たちが戦国ゲーム/ア
ニメ(ないしはそのキャラクター)という物語の価値を共有し、コスプレ表現やブ
ログを通した交流等で新たな文化を創造する点にある。これに関連して、山村
(209)は「夢のない現実空間」と「夢を見られる仮想空間」の相補関係という
論点から、アニメ聖地巡礼行為を肯定的に評価している。
こうした積極的評価をふまえつつ、文化遺産観光の重要なポイントである日
本史に関する体系的知識がなおざりにされる問題を考えてみたい。観光プログ
ラム情報とそれらを背後で支える日本史に関する体系的知識(日本史教科書)は
歴女をはじめとする若者の文化遺産観光に必要とされない観光情報である O こ
こでは2つの理由から日本史教科書の問題を推察する。なぜ、歴女は日本史教
科書を放棄するのだろうか。
第一の理由は、 1990年代半ば以降の若者に顕著にうかがえる高校レベルの日
本史学習能力、さらにいえば日本史に対する学習意欲の低下が問題といえる。
これは金武・阪本(205)で検討した文化の消費者の享受能力に関する家計生産
モデルに当てはまる。具体的に①小中高校におけるゆとり教育の実施に伴う児
童・生徒の全般的な学習能力の低下、②大学全入時代を迎えて勉強量を問わな
い推薦.AO入試等が増加し、受験科目のーっとしての日本史を学ぶ意欲の低
下、③1994年以降の高校世界史必修化による、日本史の選択科目への相対的な
格下げ、があげられる。現在30歳未満の若者にとって、日本史教科書を熟読し
でもしなくても歴史を素材としたゲームやアニメを十分楽しめるO 加えて、日
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本史を学んで、いないことが侭の引け目にも感じない点で、「知識がないことが
どこか恥ずかしい」という中高年世代の歴史教科書への認識と大きく異なって
いるのではないだろうか。大学受験戦争を体験した世代の多くは山川出版社の
日本史教科書を共通休験化し(大学受験をしない同世代の若者も含めて)、ある種の
畏敬の念を知識体系としての日本史に共有化できていたと思われる O
第二の理由は、ポストモダン化に伴う「大きな物語」の衰退である O 東(2007)
によれば、 18世紀から1970年代まで続く近代においては、大きな物語が人びと
の間で共有され、ある種の規範意識や伝統文化が守られており、 B本社会はこ
うした大きな物語を中心に回っていた。しかし、 1970年代以降のポストモダン
においては個人の自己決定や生活様式の多様化が肯定され、大きな物語はむし
ろ個人を抑圧する側面が強調され、 1990年代後半にはその潮流が顕著になった
といわれている。日本史教科書に代表される戦後国家観や歴史観もこうした大
きな物語の一蔀と考えられる O むしろ、社会全体に対する大きな物語の共有化
庄力の低下現象のーっとして、 B本史教科書なしで自分の好きなキャラクター
ゆかりの古戦場や城跡を観光する歴女の存在を解釈すべきかもしれない。
宇野(2009)によれば、現在の若者は歴史や社会の与える大きな物語ではなく、
情報の海として静的に存在するデータベースから、自分の欲望する通りの情報
を読み込んで「小さな物語」を自身で生成する O それに対して、現在の中高年
世代は、大きな物語としての日本史教科書どその背後にある歴史観を共有化し、
参照すべき知的基盤として日本史教科書;を位置づけた上で、歴史小説や NHK
大河ドラマに親しみ、その延長線上で国内外の文化遺産観光を楽しんで、いるll)
4. まとめにかえて
従来の文化遺産観光は大きな物語としての日本史教科書;とその背後にある歴
史観を共有化し、参照すべき知的ストックとしてそれらを位置づけてきた。お
そらく、国際的な研究動向を探ってみても、観光客の文化遺産に対する思いや
知識の程度は多様であっても、知的な文化ストックとしての歴史の存在は暗黙
の前提条件だ、ったのではないだろうか。本論の冒頭で、地域経済活性化の視点
からゲーム/アニメキャラクターを前面に押し出した文化遺産の観光振興がす
8ラ
でに各地で推進されはじめたことを指摘した。従来の文化遺産観光の定義をめ
ぐる議論にはこうした文脈は見受けられなかった。その意味では、観光地にこ
だわらない歴女の登場は文化遺産観光研究に新たな一石を投じただけでなく、
ホストーゲスト関係という観光学の基本的枠組みをも大きく揺さぶっている O
アニメやマンガのゆかりの地を訪問する若者向けに編集された旅行ガイド
ブックであるドリルプロジェクト編(2010)は、冒頭に「迷惑な写真撮影を行わ
ないJr訪問地の現状を損なわないJr他者との関係に気を配るJr訪問先での
ルールを守るJr立ち入り禁止を厳守する」等、アニメ/ゲーム聖地訪問のマ
ナーを列挙し、注意を喚起する。中村(2007)の文脈を発展させれば、自分の好
きなキャラクターしか眼中にない歴女の観光スタイルは、何世代にも渡って継
承された有形/無形の文化遺産への畏敬の念を全く有さない最初の世代の登場
とも考えられる。「歴史教科書を捨てた」若者達をどのように観光地が迎えれ
ばよいのか、今後も議論が必要である O
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注
1)本論文のもととなった学会報告「若者文化と文化遺産観光一日本史教科書を捨て
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た『歴女」観光一J (第2回観光・余暇関係諸学会共同大会.東洋大学、 20lC年9
月25日実施)において、歴女観光という評価の定まらない新たな観光動向にもかか
わらず貴重なコメントをいただいた小畑力人氏(和歌山大学観光学部)に感謝します。
2) r文化遺産観光(ヘリテージツーリズム [heritag巴tourismJ)Jは一般的にはなじ
みの薄い用語かもしれないが、国際的な観光学研究及び文化遺産研究ではすでに確
立した研究領域の一つである。複数の出版社から英文サーベイ論文集が刊行され、
論文データベース検索のキーワードとしても使用されている O 国内でも2004年~
2005年に日本観光研究学会分科会「ヘリテージ観光の研究」が設けられ、活発な議
論が交わされた。
3) 1-2については、 Richards(1996)の文化観光の定義をめぐる詳細な議論、および
Christou (2005)における文化観光と文化遺産観光に関する定義をめぐる議論を参
考にした。
4) WTOは現在UNWTO(函連世界観光機関)とよばれている。
5)金武創「先進地ヨーロッパでリゾートを考える(上)(中)(下)J中日新聞(夕刊)
1991年12月 11~13日掲載参照。この当時、芸術家の創造活動や無形文化遺産、山村
景観整備が観光振興と結びつくという議論は国内では非常にめずらしかった。
6) NHK放送文化研究所世論調査部(2009)によれば、「日本人の好きなもの調査J
(2007年 3 月実施)において、 r16歳~29歳女性」の好きな日本の歴史ヒの時代は
「平安(28%)Jr江戸(22%)J r昭和戦後(16%)Jr戦国(12%)Jr明治(12%)Jの}I慎
であった。全体では「昭和戦後(27%)Jr江戸(24%)Jr平安(17%)Jr戦国(15%)J
「明治(13%)J胤である。
7) 20081F 6月13日時事通信記事によれば、関連イベントの他に、 PR施設や HP開
設、ゆるキャラ「ポチ武者こじゅうろう」の萱場などを推進した。 I1ttp://www.jiji.
com/jc/c?g=jfn_30&k=2008061200732&j1 なお、片倉小十郎によるまちづくり実
行委員会(白石市企画情報課内)による小卜郎プロジェクトのアドレスは以下の通り
である o http・//www.city人shiroishi.miyagi.jp/s巴ction/kikaku/m21互いずれも加10
年8月30日最終確認。
8) 日本銀行新潟支宿「新潟県内における『天地人』放映に伴う経済波及効果(試算)J
2008年12月1日。 http://www3.boj.or.jp/niigata/shiryou/ geturei/ g2009/keizaikouka 
pdf 2010年8月30日最終確認。
9)文化のグローバル化の視点から見れば、文化遺産を文化財指定(登録)する、ある
いは陛界文化遺産笠録するというプロセスのなかに歴史解釈をめぐる政治問題が洛
んでいる。文化遺産観光もその影響から免れないが、紙面の制約から本論文はこの
点を検討していない。バターナリズムの問題も含めて別の機会に議論したい。
「歴女」の文化遺産観光
Smith (2003)参照。
10)岡本(2010)によれば、大河ドラマ等と異なり、アニメ聖地巡礼者はテレビの本放
送が終了しでもゆかりの地を尋ねる人数は減少しないこと、メディアによる宣伝な
しにファンがその場所を探し出して訪問するという特徴がある。
11)文化遺産体験の深さや文化遺産に対する親密さという点を比較すれば、歴女と
NHK大河ドラマに触発された中高年世代の観光客は共通点があるのかもしれない。
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